
【司会】 

お時間になりましたので、子供の居場所づくりビギナーズセミナー「子供と家庭に密着！学習支援＆フードパントリー」を開始いた

します。 

 

まず始めに、一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表理事、土屋匠宇三様より、「今を生きる子供たちに共感

と希望を」と題してお話いただきます。 

土屋様は、生活困窮世帯の子供を対象にした学習支援事業、アスポート学習支援を受託している一般社団法人彩の国子

ども・若者支援ネットワークの代表理事を務められ、また、大東文化大学の非常勤講師として、生涯学習支援をテーマに講義

を行っていらっしゃいます。 

埼玉県ヤングケアラー支援推進協議会委員、23年度より、埼玉県地域福祉推進委員も務められ、地域の子供若者支援に

も積極的に取り組んでいらっしゃいます。 

土屋様、お願いいたします。 

 

 

【土屋 氏】 

皆さんこんにちは。 

今日は集まっていただきありがとうございます。 

私、先ほど紹介がありました彩の国子ども。若者支援ネットワークの土屋匠宇三と申します。 

 

私たち、通称アスポート事業っていうんですけれども、何をしている団体かと言いますと、貧困の連鎖を断つという目的で、無料の

学習教室、それから学習教室に来られない子供たちのために、家庭訪問で子供たちに勉強を教えたり、お母さんたちの悩み相

談、お話聞いたり、そういうことを日々やっております。 

2010年からやってますので、今年で13年目。 

大体4,200人ぐらいの中学三年生が高校生になって、そうですね、大体20%ぐらいが不登校の子供たちでしたので我々の支援な

ければ、600人ぐらいの子供たちは、ちょっと家の中で困ったなって思いながら暮らしていたかなというふうに思います。 

その中で、子供たちは家の中、学校、いろんなところで、どんな今を生きていて、どんな支援をしているのか、それを学んできた13

年間でした。 

子供たちから学んだことをもとに、これから居場所を始めようかなと、子供に関わろうかなと考えている方たちに、何かヒントになるよ

うなことが、お話できればなと思っております。 

 

次お願いします。 

またちょっと簡単に自己紹介がてらですね、学習支援と今子供たちがどんな今を生きてるのかっていうのをデータとかそういうので

見ていきたいと思います。 

私たちの団体、大体ですね、2010年に始めた時、元教員の集まりなんです。 

最初始めた時は30人の教員だったり、その関係者の人たちで始めたんですけれども、元教員の先生たちの思いとしてはですね、



学校の中で40人いっぺんに見ていく中で、精一杯どんなに頑張ってもなかなか学校来られなくなったりとか、ここだと退学していく、

その背景にどうやら貧困問題があるんだっていうことは、皆さん、よく分かっていました。 

分かっていたけれども学校の中でどんなに励まして「おいで」って言ってもですね、なかなか子供たちはポロポロと退学してしまうって

いう現状に心を痛めてました。 

データでいうと、貧困というと、例えば、生活保護世帯ですと、4人に1人が再度生活保護、一般世帯99%が、今高校に行くんで

すけれども、生活保護世帯で育つ子供たちは86%っていうふうに言われています。 

その中でも全日制に行くのは、7割、学校になかなか適用しにくいっていう状況があります。 

それから子供の貧困率13.5%、この間、厚生労働省が出したんですけれども、最近更新されまして11.5%、8人に1人、なので1ク

ラス40人いると、実は1クラスの中に5人ぐらいは、貧困状態の子供がいるっていうふうに言われています。 

 

そういう子供たちを集めて私たち学習支援してるんですけれどもそこで見えてきたのは、ダブルワーク。昼間働いた後に、夜どうして

もお金が足りない時は、吉野家とかコンビニでもう1回アルバイトしているとか、母子世帯が8割、不登校20%、これ一般の中学生

で4%ですのでおよそ5倍です。 

それから発達障害や精神疾患のある親御さん17%、ヤングケアラー23%、こういうような状況で子供たち暮らしてるっていうことがわ

かってきました。 

 

家庭訪問に行くと五感でわかるんですけれども、家の中でなかなか自分では子供たち、それが困ってると思っていないんですね。 

それからもうその生活が当たり前っていうふうに思ってたりします。朝ご飯食べるのは、うちはもうだいたい食べない家系なんですって

いうふうに子供たちもいるんですけれども、そういう中で生きている。 

もう一つ、今学校の中、誰もこう競争だけで話をしたいと思っていないんです。点数だけで人に優劣をつけたいなんて誰も思って

いないけれども、それなのにどうしても点数が高い子はいい子、そうじゃない子は良くない子。どうしても、金賞を僕取りましたよと

か、そうそういうところで得意になるのはいいんですけれども、でも、点数が低いと馬鹿にしてしまうとかですね、そういう中で、弱みを

見せると馬鹿にされてしまうっていうふうなことだったりとか、本来、勉強っていうのは自分のできないことをこれ僕できないんだよ、こ

ういうふうに言う中で、だんだんできるようになるんですがその弱みを見せられない。それから、どんなに点数高くてもですね、いつも

トップで言い続けることってできないんですね。その中でいつも競争的な関係で人のことを見てしまう。 

私、息子が小学校3年生なんですけれども、やっぱり、私の息子はそういう価値観の中では生きてないけれどもでもやっぱり友達

から「こんなのできないの」っていうふうに言われちゃうんですね。 

そういうような中で生きてる。 

 

それから、もう一つ、先生たちもですね、実はたくさん点数をつけられます。 

良い先生は点数高め、悪い先生は点数低めみたいな、ABCの評価をつけるんですね。 

良い先生悪い先生って、本当であればいろんな多面的な評価があるんですけれども、クラスの点数が上がればいい先生、そうじ

ゃない場合は悪い先生、或いは、今、管理がすごく厳しくなっています。この間小学校行った時に、中学校ですね、行った時に、

女の子の写真が、貼ってあってですね、横にこう写っているんです。 

髪の毛はここ（耳の真ん中あたり）まで、私完全にアウトですね。そうなってないと学校には来ちゃ駄目ですよ。 



そういうようなことだったりとか、ちょっと不登校の子、6年間小学校不登校だった子を、中学に上がったからって言って、その後勇気

振り絞って学校へ行ってみようってって言ったんです。 

で、私は先生に、担任の先生に言って、一緒に行こうねって言って。先生もげた箱まで迎えに来てくれたんですね。 

その時の担任の先生の一言が、「学校はね、靴下白じゃなきゃ駄目だから」っていうんです。 

もう、初めて学校来たのに、どうしてたとかよく来たねとか、頑張ったねとかそういうふうに声かけて欲しかったけれども、学校は白い

靴下じゃないと入れないからねみたいなふうな形なんですね。 

 

先生たちは、悪いかっていうとそうではないんです。 

どうしても一つのある管理の中で、子供たち、どうしても一つの視点だけで競争させると荒れます。 

荒れてしまったものを、強い力でがっとこう押さえ込まないと、今の学校やっていけないっていうところもあります。 

本当は一人一人と丁寧に対話をしながら、子供たちに、ここではあなたのこと大事にしてるよとか、優しい声かけに価値があるん

だよ、こういうことを伝えていきたいけれども、そういう時間がない。 

結果的には、管理をして、その管理の中で生きていける、そういうような子、そうでなければ学校来ないでくださいと強くぐっと抑え

込む先生は良い先生っていうふうになっちゃうんですね。それが、良い先生つまり子供の気持ちや状況がわかる先生ほど、なかな

か、しんどくなってしまうという現状があります。 

その背景にあるのは先ほどお話したような、親御さんたちが自分の生活すら成り立たないようなこの貧困や格差の状況っていうの

がある。 

これはもう、先生たちはみんな明らかだと思っています。 

 

そういう中でこの基準から外れると学校に行けないって子供たち、いろんなところで聞いて回っているんですけど、やっぱり学校にお

ける基準一つは、身だしなみです。ちょっと綺麗な格好をしてるとかにおいがしないとか、ちゃんと風呂入ってるとか。 

それから二つ目が、ご飯をちゃんと食べている、朝お腹が減ってない状態で学校に行ける、あとは宿題や持ち物ちゃんと準備して

あって、学校で先生に怒られない。こういうことが、そろっている子。 

最後、行ってらっしゃいって言って、学校に送り出すことができる、学校っていうのはさっき言ったようにみんなで暮らしてるので、どう

したってルールありますし、大変な場所なんです。 

大変な中で疲れ切って帰ってきて、おうちで温かいご飯食べて、「今日こんなことあったよ」っていうのを聞いてもらって、それでまた

元気をチャージして、また学校に行く。 

疲れて帰ってきて疲れて帰ってきて、この繰り返しの中で子供ってのはだんだん大人になっていくんです。 

こういう子供たちを、どうやったら支えられるかなっていうふうに考えて、始めたのがこの学習支援事業です。 

 

次のスライドお願いします。 

このアスポート学習支援事業。 

端的に言いますと子供の生活は、半分が家、半分が学校ですので、学校で暮らしやすいためにはどうすればいいかな。 

学校は勉強しに行く場所ですので授業がちゃんとわかるっていうことが、まずは大事でしょうということで始めました。 

 



子供たちが勉強を苦手になっていく理由も簡単なんです。 

勉強がわかんないから苦手なんです。 

なので、わからない勉強無理やりやるのではなくて、その子がわかるところから一対一、マンツーマンで、学習教室で、写真にある

みたいにですね、大学生のボランティアさんが一対一で勉強を教えてくれます。 

最初、始めたのは、5教室から始めたんですが、今100教室1,900人に対して、1,000人のボランティアさんたちで支えています。 

その中でも、100教室の中で23教室、実は食事つきの教室があります。 

勉強で心がいっぱいになったあとですね、よかったらどうぞっていうので公民館の調理室だったりとかお弁当だったりとか、中には今

日この後話をしてくださる草場さんもですね、実は越谷の教室に、お弁当持ってきてくれたりします。 

そういう形で地域の方たちと協力しながら食事、それから勉強っていうのを教えています。 

学校や大学がフードパントリー、農協なんかと協力して、体験学習で農家でみかん取ってきたりとかイチゴ取ってきたりとかそういう

ようなこともしています。 

 

左側の方ですね、家庭訪問です。 

本当にしんどい子供たち、特に学校に行くことすらままならないような子供たちは、学習教室に来ることもなかなかできません。 

なので、家庭訪問で、まず私たち、その子の好きなことをお話しながら、ちょっとだけ勉強を教えます。 

まあ、私がよく教えるの掛け算九九です。 

九九もそんな無理やり教えるんじゃなくてですね、一緒にこうスーパーファミコン、、、スーパーファミコンやる子は今いないですね、今

の任天堂Switch、SwitchとかWiiとかちょっとやりながらですね、スマッシュブラザーズとか、スプラトゥーンとか、そういうのをやりなが

ら、ちょっと3回ぐらい8×6はとかって聞くと、ちゃんと答えられるようになるので、遊びながら、48って答えられたねっていうふうな形で、

帰り際にもう1回聞くんです。 

8×6は聞くと、自信満々で48って答えてくれるので、できるじゃないかって。1個覚えられたらいくつだって覚えられるから、よかったら

明日教室来てこない、来てみない、そんな感じで誘い掛けをしています。 

 

ある子供がいたんです。その子は中三でロック歌手になりたいと。 

私、「勉強どう？」って言ったら、「勉強なんかするわけねえだろう」と。 

「そっか、じゃあ将来どうしたいの」って言ったら、「ロック歌手になりたい」って。「じゃあロック歌手になるために何かしてるの」って言っ

たら、「カラオケに行ってる」って言うんですよ。 

おおそうかカラオケ行ってるのか、なんて言っていろいろお話していくと、何か楽器のようなものは何もできないんです。 

とりあえず、大人が将来どうすんのって聞くから、それをもうロック歌手になるんだっていう言い方で返してるだけだっていうんですね。 

何かじゃあよかったらギター持ってくからギター一緒にやろうよとかって言って何回か通っていくと、「僕すごく不安なんです」って言っ

て、「本当は自分ロック歌手になんてなれるなんて思ってないです」みたいな。 

「何が不安なの」って聞いたら、「何もかも不安。このまま学校行かなくても不安だし」、っていうのでじゃあどうするっていろいろ話し

たら、ちょっと学習教室来てみたいっていうので、じゃあおいでって言って、勉強始めたんです。 

 

 



子供たち、何が一番不安って、やっぱり学校行ってないとか勉強がわかんないとか、将来のことすごく不安に思っているので、どん

なきっかけでもいいです。私たちは事業という形でやっていますけれども、皆さん身の回りにたくさん子供たちいると思います、小学

生中学生高校生。 

みんな自分のこと一生懸命考えているので、その子が今好きなことっていうのに、こう話をしながらでも、必ず子供たちは将来の自

分のことを考えてますので、ロックのことでもいいですしアイドルのことでもいいですし、その話の中でぜひ将来どうしたいのかなってい

うのを、その子の今に寄り添いながら聞いてみていただけるといいのかなというふうに思います。 

 

次のスライドお願いします。 

子供たちにとって学習教室、何で来るのかな。 

私たちの教室は絶対来なければいけない場所ではないんです。 

ただ、一度来ると必ず来るようになります。 

それをいろいろ考えると、やっぱり、みんなができる、当たり前にできることをできるようになりたいんだって思ってるんだってのは、すご

く思います。漢字だったりとか九九だったりとかです。 

この間も学習教室行って、中三の子が”49”、これが何の九九かわかんないっていうんですね。 

「そんな九九はない！」とかって言うんですけれども、そっかって言って七の段を言わせると、7×1＝7、7×2＝14、7×3＝24？と

かって言ってるんですね。 

いいんだよいっぱい間違えなとかって言って、その日は、1日ずっと七の段。それで終わった後、できたって達成感、すごくうれしそう

な顔してました。 

中三で復習できる場所ってなかなかないんです。 

隣で私一生懸命、「うん、素晴らしい。」「完璧だ。」「いいね」とかって言いながらですね。中三ですよ。 

でも、そうやって一生懸命取り組んでるこう馬鹿にする人っていうのはいないんです。 

そうやってできるようになりたい。 

 

それから、わかんないといえる場所っていうのがなかなかないです。 

このわかんないって言えない。恥ずかしいっていうのは、つまりその相手のことを信頼してないんです。 

このそのまま大人になってしまうと。 

仕事した時にわからないままやって失敗して、「何でお前わかんないまま人に聞かないんだ」っていうふうになってしまいます。 

なので、私たち学習教室は、単に点数を上げるだけではなくて、大人や社会を信頼してもらう。 

そういうような場所として、この”わかんないといえる”をキーワードにしながら、学習教室やってます。 

 

子供たち、いろんな状況の子もいるんですけれども、2時間隣に勉強を教えてくれる人が行って勉強した、こういう経験をしたこと

がある子供って、本当に彼らにとっては生まれて初めてなんです。 

隣に自分のために無償でわざわざ教えに来てくれる、そういう大人を発見するっていうことが、このさっき言ったみたいな大人への信

頼に繋がっていきます。 

分数とか、ある日突然分かるようになる時が来るんですね、あの川越のチームひだまりの上蓑（うわみの）さんっていう人が動画で



言ってたんですけれども、「パッと世界が広がったみたいに、スカッと、快感な顔をするんだよね」っていうんです。 

私も何度もそういう顔を見てきました。そういう時に私もちょっと嬉しいなと思うんですが、子供たちはひとしおです。 

そういう瞬間に、これまで分数がわからなかった世界から、分数が分かるようになる世界っていうのに変わります。 

これは、何て言いますかね、私はこういうふうに教え込むっていうよりは、何度も繰り返していく中でその子が気が付いていくっていう

んですかね。その子が今何ができないのかっていうの私は一生懸命探します。 

それでわかんないことが、わかんないことが分かるってのは難しいんですけど、わからないこと発見した時に、自分がわかんないことは

こういうことだったんだって世界が広がっていく、こういうふうに思っています。 

この快感があるから学習教室に来るのかなっていうのと、あとはやっぱりともに学ぶ仲間がいる友達がいる。そういうことも子供たち

が学習教室に来る理由になっているかなと思っています。 

 

何よりは無料だからです。 

無料だっていうのはすごくわかりやすい、「あなたたちをみんなが応援しているんだよ」っていう、すごく単純なメッセージです大人たち

から子供たちへの。そういうことで子供たちは、学習教室に来るのかなと思います。 

 

学習教室に来た子供たち、どんどん変化していくんですけれども、次のスライドお願いします。 

よく子供たちがどんどん変わっていく内容としては、子供の顔がですね、最初下向いてるんです。 

下を向いているのが、ちょっとこう上に上がってきたりとか、挨拶を入ってくる時にしてくれたりとか言葉が出るようになります。 

これは9月にとったアンケートで、小三の時に私出会った子で、今中三ですね。 

 

この子、学校をちょっとあんまり行きづらかったんですけど、「コミュニケーションができるようになって学校でも友達ができました。アス

ポートの人がいなかったらずっと1人だったので、たくさんの人に出会えてよかったです。」 

これ支援員の名前ですね、というかボランティアさんですね、「寺島さん沖田さん、仲皿さん、磯山さん、土屋さん、いろんな人に

会えて本当によかったです。ひとりぼっちだった自分を変えてくれたのもアスポート。勉強できるところが増えて助かっています」ってい

うふうに書いてくれてます。 

実は、この（アンケートの）7番の項目に、火曜日におにぎりが出てくることが嬉しいって書いてあるんですけど、これ新座子育てネッ

トワークの坂本さんが握ってくれてるおにぎりです。毎週火曜日に行ってくれるんです。 

こういうふうな経験していくと、最初、テストの点数を教えてくれないんです。恥ずかしいやだって言って。それが教えてって言うと、ち

ゃんと教えてくれるようになります。 

最初は、子供たちにとって私達はどうでもいい人なんですけど、丁寧に接していくと敬意が敬意で帰っていくる。いいですよ、教え

ますよ、こういうような形で変わってきます。 

それから、勉強を手で隠したりですね、指でこうやって7+4や3+4を計算しているのを、机の下でやるんじゃなくて、ちゃんと上になっ

たりとか、何より笑顔が増えます。 

今、目の前の明日どうするっていうことしか考えられなかった子供たちが、ちょっとだけ将来のこと、自分自身のことを考えるようにな

っていきます。 

 



子供たち、私たちも同じなんですけれども、親子関係って簡単には変えられないんです。 

親の介護のことだったりとかで、大変だなってみんな思ってると思うんですけれども、そのことで1年365日24時間ずっと頭悩ましてい

るよりも、自分ができるんだっていう自信をつけて自分が変わっていくっていう、そういう瞬間が子供には必ず必要なんです。 

ただそれは1人ではできないので、お話をしたり勉強してできるようになっていく中で、自分自身のことを考えて自分が変わっていく、

そういう原動力になる。 

そういうのがこの学習支援、やる意味なのかなっていうふうに思っています。 

 

次のページお願いします。 

こういうふうな形でいうとですね、すごくハードルが高いような気がしてしまうんですけれども、実は学習支援派遣事業っていうのを、

埼玉県がやっておりまして、子ども食堂でちょっとだけでいいから勉強教えてみたいな、そういうふうに思った方たちと一緒に、子供

たちにちょっと勉強教えるお手伝いっていうのをしています。 

メインでやってやるのは、子ども食堂で中心になってる方なんですけれども、最も大事なのは、具体的な子供の顔が見えているっ

ていうことです。 

子ども食堂やったり、或いは近所の子で、あの子すごく心配だなっていう子がいて、1人でもいいんです。むしろ、2人3人いたら大

変すぎてできないので、1人ぐらいで、でもよかったらおいでって言って、月に1回お話しながら宿題見てあげるとか。 

そういうところから始まっています。 

 

塾の経営みたいな感じで集まって、子供が勉強どんどんしていって、みたいな。 

4人ぐらいのグループがこうあってみたいなものを、最初からイメージしていると、多分うまくいかないです。 

とにかく、この子に何とか学校生活うまくいって欲しいなっていう思いがちゃんと言葉になっているっていうこと。 

できればですね、スタッフの中に元教員って結構地域のいろんなところに隠れてますので、探してみてもらえると協力してくれると思

います。 

 

それから子供の思いを汲み取る、ていうのが次に大事なことになります。 

私たちの教えたいをですね、どんなにこう、伝えてもですね、さっきのロック歌手の話じゃないんですけれども、まずその子がどんな今

を生きてるかっていうのをこちらが学ぶ中で、その子が新しく世界を広げるにはどんなきっかけがいいだろうな、ロック歌手の子の場

合はギターだったんです。 

子供一人一人全員違いますので、まずは、その子の思いをくみ取る。 

なので、子ども食堂でもいいしそうじゃなくても何でもいえるっていう環境、それから、勉強ってだいたいみんなあんまり好きじゃない

ので。 

ただ好きじゃない時に、どんなきっかけでっていうと、ちょっとだけできそうな、単語カードだったりとか、九九だったりとか、そういうちょっ

と頑張ればできそうなことを用意してですね、大げさに褒めるんです。 

本当に大袈裟に褒めて大丈夫です。褒められた経験というのがすごく少ないので、できればでもみんなが遊んでる中で1人だけ勉

強っていうのはできないので、ここは勉強する場所、ここは勉強する時間みたいな、その子に合った環境を用意できるというのかな

と思います。 



それからこれは運営上のことなんですけれども、やっぱり1人ではやりきれないです。1人だけでやってるとだんだんしんどくなっていき

ます。 

仲間同士での丁寧なミーティング。ミーティングは10分ぐらいでもいいです。終わった後に、ここいうのができるようになったよ、次はこ

ういうのやってみたいねって。 

子供の変化をみんなで共有しながら進めていくのがいいかなと思います。 

 

なので、みんなでやるってなった時に、毎週やろうとか、かなり辛くなってきたんですね。 

正直、月に1回でも十分です。 

子供にとっては月に1回大人が熱心に自分に関わってくれる。 

これだけでも十分ですので、無理のない範囲で、最後大人からの声かけっていうので、セリフの中でいつもいつも固定的に、応援

してるよ頑張ろうね。そういうことはかけていくといいかと思います。 

 

次お願いします。 

日本の子供たちの現状というのでこれさっき一番冒頭にお話したので、こちらは簡単に飛ばしてですね。 

ただ、一番しんどいのは、自殺者が毎年更新しています。その中で、理由不明って答えてる子供たちが6割なんです。 

つまり大人にも言わないまま、自ら命を絶っています。 

なので、地域の私たち大人一人一人がですね、一人一人の子供たちに、今どうしてるっていうのを、学習でもいいです。子ども食

堂でも何でもいいです。いろんなきっかけで、子供たちの声をちゃんと聞き取る、こういうことで変わっていくかなと思います。 

 

次お願いします。 

子供たちの願いに寄り添うのはっていうので、私たちがいつも気をつけてることは、当たり前を押し付けない。 

部活何やってんのって中学生にどうしても聞いちゃうこともあるんですけど、でも不登校の子にとっては、部活のこと聞かれるのって

すごく嫌なんですね。 

なので、私にとっての当たり前を押し付けないようにする、心のチャンネルを相手に合わせて可能性に目を向ける、今彼らができる

ことに目を向けていく。 

それから、すべての子供はこう思っています。最後まで話を聞いて欲しい。分かって欲しい。共感してほしい。気が付いて欲しい。 

あまり説教くさくならずに、子供の話をただひたすら聞いて、答えを出さない。そうだねっていうふうに聞きながら。 

答えはわかってるんです。高校行った方がいいよとか学校行った方がいいよなんて答えはわかってるんですけれども、自分が学校

行きたいっていうまでは待っていてあげる。 

 

子供の成長・変化には固有の時間があります。 

いつ変わるかっていうのは、子供には、子供自身もわかりませんので、いろんな問題行動や苛立ちありますけれどもそれは、変化

の芽生えです。 

なので、成果は、はっきり言って見えないですけれども、中途半端な状態に耐える大人の存在が必要かなというふうに思っていま

す。 



 

次のページをお願いします。 

 

この次をお願いします。 

 

子供たちが幸せな社会っていうのは、豊かな社会だというふうに言われています。 

どんな時に幸せと感じるかというと、大人たちから温かいぬくもり、そういう言葉を感じた時とかけてもらった時。 

また、学びです。それから仲間たちとの支え合い、最後が、こんな大人になりたいなという大人に出会えた時に幸せだなって感じる

かなというふうに思っています。 

ぜひ、そういう大人に我々なれたらいいなというふうに思っております。 

 

思いばかりの話になりましたけれども、ご清聴ありがとうございました。 

 

 

【司会】 

土屋様、ありがとうございました。 

続きまして、NPO法人埼玉フードパントリーネットワーク理事長 草場澄江様より、「始めよう、子育て応援フードパントリー！」と

題してお話いただきます。 

 

草場様は、越谷市で子ども食堂、子育てを応援フードパントリー、学習支援を主催されています。 

平成30年に県内で初めて子育て応援フードパントリーを立ち上げ、翌年には県内のフードパントリー団体から成るフードパントリ

ーネットワークを設立。 

理事長として、県内のフードパントリー活動をサポートされています。 

また、越谷こどもサポートネットワークの代表として、「りそなYOUTH BASE」で子供の居場所運営されているほか、越谷市民生

委員主任児童委員も務められています。 

草場様お願いいたします。 

 

 

【草場 氏】 

皆さんこんにちは。 

改めまして、NPO法人埼玉フードパントリーネットワークの理事長をしております草場澄江と申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

今、割と詳しく紹介していただいたので自己紹介はいらないかなと思ってしまうぐらいですが、ちょっと簡単に、自己紹介させていた

だきます。 

私は、越谷市でせんげん台子ども食堂という子ども食堂を、2016年から始め、今年で8年目になります。また、子育て応援フー



ドパントリーを2018年から始め、6年目。学習支援ねむの木は、同じく2018年から始めて、これも6年目に入りました。 

また、地元で民生児童委員の主任児童委員をしております。 

それから、最初に申し上げました、NPO法人ですが、県内の子育て応援フードパントリー76団体のネットワークの理事長をしてお

ります。 

本日は、パントリーの活動どんな活動かな、始めることができるかなと思ってらっしゃる方もいらっしゃると思いますが、パントリーの

活動、ぜひ始めていただきたい。 

そのためには、こんな後押しになるようなキーワードをいくつか織りまぜて、お話させていただければなと思っております。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

次のスライドお願いします。 

まず初めに、子育て応援フードパントリーとはという話ですが、フードパントリーという言葉も、まだまだ一般化されていること言葉で

はありませんので、何だろうと思われた方もいらっしゃると思いますが、その辺のところから少しご説明させていただきます。 

フードパントリーというのは、パントリーという言葉は、もともとは食品保管庫、食品を保存しているところという場所の意味になりま

す。 

このフードパントリーは、食の支援が必要としている方に食料品を無料で配布するというのが、パントリーの活動になります。 

パントリーと言われる食品配布場所ですね。その場所に、食品を受け取りに来るというのが、この活動になります。 

 

子ども宅食と言われる活動もあるんですが、それも同じく食料支援の活動なんですが、子ども宅食の方は”宅食”と書いてある

通り、必要としている家庭に食品を”届ける”という活動になりますので、それとはちょっと違っている、”受け取りに来てもらう”という

のがパントリーの活動であるというふうに思ってもらったらいいかなと思います。 

この活動のいいところはですね、ご自身が、自分の意志でを取りに来るということもプラスだと思いますし、あとはパントリーの会場

で、多くの大人と顔が見える関係で関わることができる、出会うことができるということが優れているなというふうに私は思っていま

す。 

 

さて、このフードパントリーのうち、子育て中の生活にお困りの家庭に対象者を絞ったものを、「子育て応援フードパントリー」と名

付けました。 

この言葉はちょっと私が活動始める時に作った言葉なんですけれども、私たち、子ども食堂が母体になっているので、何とか子育

て中の親子、子供たちを支援したいと思ったので、こういうふうに対象を限定したフードパントリーを考えました。 

子育て応援フードパントリーとは、1人親世帯など、子育て中で食料支援が必要な家庭を主な対象としたフードパントリーのこと

を言います。 

私たち、フードパントリー76団体の加盟団体のアンケートを取ったことがあるんですが、皆さんの団体で1人親家庭はどれぐらいの

パーセンテージですかというふうに聞いたところ、95%以上がひとり親家庭であるというふうに皆さん答えられていました。 

圧倒的にひとり親世帯が多いという支援の活動になっています。 

 

先ほど土屋さんの方からもお話がありましたとおり、日本の子供の貧困率、今は11.5%になって、ちょっとこの資料古くてすみませ



ん。 

なっていますが、実はその、ひとり親世帯に限っていうと、貧困率は50.8%、今49.何%になってるかな、もう約2人に1人の子供が貧

困に苦しんでいるという現状があります。 

左の方にあるぐらい、グラフでは、1世帯の平均年収が564.3万円に対して、父子家庭は496万円、そして母子家庭の平均年収

は、236万円と、一般世帯の半分以下になっています。 

この世帯を、これらの母子世帯のところを、私たちはバックアップしたいという思いで始めています。 

私たちが対象としてる世帯は、生活保護を受けていない世帯で、もともとは、もともとはっていうか大体、生活保護を受けてもお

かしくない。それぐらいの収入の世帯が、生活保護を受けないで、児童扶養手当という手当を受給して頑張って生活していると

いう世帯が多いので、そこの世帯を主な対象としたいなという思いで始めました。 

 

次お願いします。 

さて、この子育て応援フードパントリーですが、実は「課題を抱える子供を発見し繋がるのが難しい」という課題を解決するため

に、優れた活動であるというふうに考えています。 

つまり、子育て応援フードパントリーは、本当に支援が必要な子供と繋がることができる活動であるということです。 

 

私は、2016年に子ども食堂を始めた時に、この人ひとり親世帯さんたちを何とかバックアップしたいと思って始めたんですが、私が

やっていたせんげん台子ども食堂では、本当に対象の対象だと思っている子供たちは、2割も実はいませんでした。 

残念ながら、子ども食堂の多くは、コミュニティ型と言われる子ども食堂なんですが、本当にお困りの家庭と繋がりたいんだけれど

も、困ってる子供たちだけおいでというわけにはなかなかいかないというジレンマがあって、誰でもいいよというふうに声をかけるのでそ

ういう形になってしまうんですけれども、子ども食堂に集まってる子供たちっていうのは本当にいろんな子たちが集まってきて、地域

のコミュニティとしては本当に豊かな場所になっていて、とっても楽しい活動になりました。 

でも一方で、もっと困ってる子いっぱいいるのになっていう思いがあって、その家庭と繋がりたいと思って、いろんなことをちょっと勉強

しに行って、めぐり合ったのがこのフードパントリーという活動です。 

 

私が初めて子育て応援フードパントリーをした時には、私たちの地域で、30世帯ぐらいがポンと、申し込みがありました。 

100世帯を限定にしてたんですけれども、いまはもう100を超える世帯がの方の申し込みがあったんですが、私たちが対象としてい

る家計のニーズとぴったり合ったというのが、思いそのものでしたね。 

1回の食事に来るというよりは、ある程度の食料品をいただける、無料でもらえるっていうことの方が、私たちが対象としていた家庭

のお母さんたちに響いたという感じになります。 

食料品を配布するというのは、本当に配布するだけのような感じに聞こえますけれども、配布する活動で毎回毎回顔を合わせて

いくということは、その人たちと顔の見える関係で繋がるということになります。 

そして、いろんなことを話す中で、ポロポロっと、実は困っていることがあってということが、出てくるっていうのがこの子育て応援フード

パントリーの活動になります。 

 

次お願いします。 



これが子育て応援フードパントリーの越谷の、活動の会場の様子です。 

このフードパントリーの活動、実はコロナ禍の前と後では大きく様相が変わっています。 

コロナの前では、同じ種類の段ボールを会場に積み上げてですね、その食品の種類の前に「1世帯いくつ」というのを掲示して、受

け取りに来た利用者さんは、スーパーのカゴを持って、まるで買い物をするように、自分たちの欲しい食品をどんどんどんどんかごに

入れていって、最後に自分たちが持ってきたかばんに詰めて帰るというのが、本来のフードパントリーの活動です。 

ところが、コロナ禍になって、会場がもう一杯になるような活動ができなくて、今では1世帯分を、袋に詰めてお渡しするという活動

になっています。 

ですので、ここの写真のように、黒い長いTシャツを着た人の前に置いてる袋白い袋ありますね。これが今回の、常温品の配布の

ものです。 

10キロ以上になることの方が多いかな。常温品だけでも。 

そして、冷凍品も配布します。パントリーの活動では、会場に冷凍庫がある場合は冷凍品を配布することができるんですが、冷

蔵品には常温品にはないタンパク源であったり、あと冷蔵品には牛乳であったり、子供の成長に栄養とって欲しいなと思う食品が

含まれることが多いので、多くのパントリーは、冷凍庫を何とか会場に整理して、冷凍庫の寄付を受けて、喜ばれる食品を配布

するという活動を続けています。 

 

あと、今各地でフードドライブをしてくださっていて、そのフードドライブの寄贈食品を受けることが多いんですけれども、実は、フード

ドライブっていうのはフードパントリーととても相性がよくて。 

どうして相性がいいかと言いますとですね、ちょっと暗いんですが、右の下に、来年の写真になっているところにワゴンがいくつか置い

てあって、その中にフードドライブの食品を置いています。 

そしてす前には、「お好きなものを1世帯2個どうぞ」とか、「ここのワゴンから1個どうぞ」という掲示をしています。 

ですので、多くある、本当に様々なある食品の中から、自分の家で必要な好みのものを選んでいけるっていうことなので、そういう

意味では、もらったけど使わなくて捨ててしまうということにならない、食品ロスにならないという意味では、すごくいい配布の仕方か

なというふうに思います。 

親子でこう話をしながら、受け取っていくんですけれども、「お母さんの好きなあれがあるよ」だったり、「これあなたが好きだったわ

ね」っていうふうにして、自分が好きなものじゃなくて、お母さんやお子さんのそれぞれの好きなものがあって。 

「これにしたらいいんじゃないの」「いや、僕はいいからこれお母さんの好きだからこれ持っていったらいいよ」みたいな、そんな本当に

微笑ましい会話があって、お互いに助け合ってご生活してるんだなっていうことが垣間見られて、とてもうれしく思います。 

 

次お願いします。 

さて、実はこの活動、食品を配布するだけではないよって先ほどちょっと申し上げましたけれども、実は話を聞いて欲しいの場所に

もなりつつあります。 

この間、ちょうど2ヶ月ぐらい前ですかね、ちょうどフードパントリーの終了する時間ぐらいに来た人が、もう来た状態から、草場さん

話を聞いて！って顔をしていました。 

それで、ちょっと終了する時間だったんだけど、他のスタッフもいいよって帰ってもらって、お話を聞かせていただいたんですけれども、

ちょっと困り事があって、子育て中の困りごとですかね、ちょっと悩みがあって、誰かに聞いて欲しいという感じで来られたもんで、ちょ



っとお話を聞かせていただいたんですけれども。 

本当に、ごく一般の人たちが悩んでることを受けられるというのが、これは市民活動ができることだなと実感したことだったんです

ね。 

私たち、主に主婦が運営してて、会場で配布してるのは8割方主婦です。 

ですので、もう子育てのちょっと先輩ですかね。先輩として子育て中の悩みに共感することができる。 

それから一般の市民として、そうだよねっていう共感ができるんですよね。 

そういうことができるというのは、行政にはなかなかできないことであるけれども、市民であるからこそできることであるというふうに思い

ました。 

 

そして、その共感するっていうことは、聞いてもらった人だけではなくって聞いてる人もプラスになるっていうか、思いがありましたね。 

心が繋がるっていうことをお互いにするんだなっていうふうに思いましたので、実は私話を聞きながら、その人の心に寄り添うことがで

きて、それが自分にとっての喜びに、とってもなりました。 

孤立しがちな家庭と繋がって信頼関係をつくることができる、人と人とか信頼関係がつくれた思う思いが、活動にとっての喜びにな

ると思いました。 

 

もう今、もうパントリーの活動始めても5年ぐらいになるんですけれども、やはり何人もこう顔が思い浮かんで、あの人はどうしてるか

なっていうことが思いますし、申し込みがないと心配になって、こちらから「何かどうかなった？」みたいな心配の声を掛けたりすること

もあるんですけれども、やはりそういうふうな信頼関係ができるということは、すごく尊いことだなあというふうに思っています。 

ですので、是非ともパントリー始めていただければなと思います。 

 

次よろしくお願いします。 

さて、ここからは少し話が変わって、埼玉フードパントリーネットワークというネットワークのお話をさせていただきます。 

埼玉フードパントリーネットワークは、埼玉県内で子育て応援フードパントリーをしている76団体のネットワークです。 

そして、ネットワーク自身は、個々の活動、食品を配るっていうことはしておりません。 

地域にある76団体の団体が、この子育て応援フードパントリーという活動をしていくのに、サポートをするという活動をしておりま

す。 

ですので、それぞれの地域でそれぞれの家庭を支えている人の支えをする、支えている団体を支える、という活動をしている。 

難しい言葉で言うと中間支援組織というんですけれども、みんな頑張って一緒にやっていこうっていうようなネットワークだと思ってく

ださい。 

 

個別の団体では解決できないような課題の解決を目指します。 

ですので、主に寄贈品を県域でどんと受けて、年間で145トン、昨年は受けました。 

それを地域に分けて、分配をして皆さんに配布してもらうということを、大きな活動として行っています。 

あとは、地域に根づき持続できるように地産地消のパントリーをみんなで協力して目指すということも、目指しております。 

これは県域で、寄贈品を受けてみんなに配るっていうこともいいんですけれども、その地域の子供たちはその地域の皆さんで、支



えていただけるような形にしていくっていうことが、長く、その地域に根づいて持続可能な形になるスタイルだろうというふうに私たちは

考えていますので、是非とも地元の皆さんにご理解いただいて、支援をしてもらうということをみんなで進めていこうというふうに考え

ています。 

 

次お願いします。 

実は、県域で寄贈品を利用するっていうことに対して、効率的にできるようにという仕組みを私たちは整えています。 

県内に9ヶ所、一時保管倉庫というのを持っています。 

実はこの活動、食品を配布するために、配布するまでの間保管しておくっていうことが必要で、県域でたくさん寄贈を受けた時

は、一時でもそのたくさんグループにいただいたものを置いておくっていうことが必要になります。 

 

そのサポートをするために、あちこちに倉庫を整備しているという形になります。 

実はこれは倉庫ではあるんですけれども、この一つの中間拠点に、所属団体が8団体から15団体ぐらい所属してるんですけれど

も、実はそれが一つの地域のグループになって、それぞれがいろんなことを助け合うという仲間の集まりになっています。 

例えば新しいパントリーができたとしましたら、そのグループに参加して、いろいろなパントリーのやり方であったり、寄贈品をもらった

時の分配の仕方であったり、いろんなことがわからないことはそのグループの先輩に来聞いてみると、「こういうこともできるよ。」「こう

いうことで私たちは工夫しているよ。」「こういうこと困ってるんだよね、でもそれは私たちも困ってることなんだよ」っていうふうに、いろ

んなことが共有できて、「そっか。私、自分だけで活動してるんじゃないぞ」っていう思いを持つことができます。 

 

次お願いします。 

埼玉フードパントリーネットワークには、同じ活動をする仲間と助け合う仕組みがあります。 

ですので、ぜひ、勇気を持って始めてみてください。 

そうすると、同じ活動してる仲間が近くにいて、いろんな相談に乗ってくれるし、いろんな困り事もみんなで解決していくっていうふう

なことができます。 

 

次お願いします。 

さて、今度は始めたいなと思われた人をサポートする仕組みについてお話をさせていただきます。 

埼玉フードパントリーネットワークの方では、スタートブックっていうのを作っています。 

題して「始めよう！フードパントリーと」いう題がついているスタートブックです。 

これは中身を公開しているので、実はホームページからもアクセスすることができますけれども、今、URLと、二次元コードをつけて

おりますので、もし一度ここからアクセスしてくださればいいです。 

 

ここには、フードパントリーを始める時の、どういうことで始めるか、その理念について書いていること、それから私たちが大切にしてい

ることですね。 

配布するものが食品なので、食品衛生管理気をつけなきゃ駄目なんだよっていうことだったり、それからトレーサビリティと言って、ど

こまで、この食品は果てはどこまで行ったのかなということが分かっていることが大事です。 



 

実は、食品事故が起こった時に、食べてはいけないということをすぐ連絡するという仕組みが必要なためにあることですけれども、そ

ういうこともお知らせしていますし、あとは連絡先を得るということは個人情報を持つということになるので、その個人情報の取り扱

いをこうした方がいいよというふうに書かれていたり、割と細かいことをきっちりやろうとしているところなので、そういうことを学んでいた

だいて、最初から気を付けておくということがポイントかなというふうに思っていますので、ぜひ読んでいただきたいと思います。 

 

そして、始めたい人をサポートする仕組みを、県と県社協がもう大々的にバックアップしてくれています。 

もう皆さんよくご存知だと思いますけれども、子供の居場所づくりアドバイザー制度というのがございます。 

これは、こども応援ネットワーク埼玉というホームページからアクセスすることができますが、いろんな子ども食堂であったり学習支援

であったりフードパントリーであったり、プレーパークであったり、そういう子供の居場所を作りたいなあと思った人にとって、先輩のベテ

ランの運営者の方が実際にその場所に行ってくださって、そして、始めるにあたっての注意であったり、それから励ましであったりとい

うことをしていただけるというありがたい制度ですね。 

とっても、始めたいという人にとっては心強い制度だと思います。 

 

のちほど、おそらく牧野さんから説明があると思うんですけれども、私たちも仲間として入る時にこういうことを気をつけた方がいいよ

というふうに事前にお伝えすることができるということはとてもプラスなので、是非とも、このアドバイザー制度をご利用いただきたいな

というふうに思っています。 

 

そして今度立ち上げた時に、埼玉県ならではの助成金がございます。 

助成金というと、大体1年は活動実績がないと受けられないっていうのが、常なんですけれども、実は立ち上げのこの最初の1年

に、お金がかかるところをサポートするという制度を、県と県社協で作ってくださって、子供の居場所づくりの助成金が埼玉県には

ございます。 

ですので、じゃあお金どうしたらいいかなあというふうに考えておられる方。 

是非とも、埼玉県では立ち上げ1年未満でも応援してくれる、取れるような助成金があるんだよというふうに心強く思ってくれると

いいかなというふうに思います。 

 

次お願いします。 

埼玉県には、始めたい人を支えるサポートが充実している。 

是非とも心に留めておいていただきたいと思います。 

 

次お願いします。 

子供は地域の宝、未来の地域を担う子供たちが安心して生きていけるということを、私は実は子供の支援を始める時に、最初

に地域の方から聞いたことなんですよね。 

おじちゃんたちが子供の見守りをよくしてくださるんですけれどもその地域のおじさんたちが、「子供はね地域の宝なんだよ」って言っ

たことがすごく私の心の中に響いています。 



 

地域で見守られて育ってきた子供たちは、今度は自分が地域でできることを考えてくれる。 

これは私が、学習支援で関わった子供たちが、大学生になった時に、草場さん子ども食堂始めたんだって、僕たち何かできること

ないかなっていうふうに来てくれました。 

僕たちが学習支援で、関わってやってもらったことを今度、ようやく自分で何かできることがになるかもしれない。次の子供たちのた

めに何かできることをやりたいなというふうに思っているんだっていうふうに言ってました。 

貧困の連鎖ではなくて、温かい支え合いの連鎖だなというふうに、ちょっと私は感動してしまったんですね。 

 

あともう1人、パントリーへの利用者さんのお母さんで、私、将来的にはパントリーを立ち上げたいと思うんですけどできますかねとい

う相談を受けたことがあります。 

それは、「子育て中はちょっと無理かもしれないけれども、子育てが一段落ついたら私やってみたいと思うんです。この活動をきっと

私達みたいなひとり親にとっての心の支えになるはずで、自分の地域にも多くの人がいると思うんです。その人たちのために、今度

は私ができることをやっぱり考えたいと思うんです」というふうな温かいお話をお聞きしました。 

今、その方はちょっと勉強中と言ってました。 

もうしばらく子育ての時間がかかるのでそれが済んだらぜひ、仲間を集めていきたいというふうに思っていました。 

 

こういうふうに、子育ては社会全体でお互いに助け合うっていうことがやっぱり大切なんだろうなと思います。 

そして、困った時に誰かが助けてくれるかもしれない。 

困った人が助けられるような立場にいるっていうことも、お互いに相まって温かい社会になっていくんだと思います。 

 

次お願いします。 

繰り返しますが、温かい助け合いの連鎖は、子育ては社会全体で、みんなが当たり前のことのように考えるような社会になったら

いいな。 

このことを私はいつも心に留めて活動を続けております。 

ぜひとも、フードパントリーを始めたいなと思われる方、ぜひともよろしくお願いします。 

ご清聴ありがとうございました。 


